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令和 4（2022）年度 第 3 回 水工学委員会および幹事会 議事録（最終版） 

 

日 時：令和 5 年 2 月 24 日（金）17:00～19:30 

場 所：オンライン（Zoom）  

出席者：立川康人，矢野真一郎，溝口敦子，二瓶泰雄，田中規夫，竹林洋史，泉典洋，大石哲，鼎信次郎，中

山恵介，手計太一，宮本仁志，内田龍彦，風間聡，田中賢治，椿涼太，山上路生，佐山敬洋，山田朋人，岩崎

理樹，梅田信，川越清樹，小田僚子，石川博基，柿沼太貴，佐藤隆宏，陰山健太郎，荒木千博，渡邊武志，大

澤範一，鈴木良徳，戸田祐嗣，谷口健司，武田誠，山口弘誠，入江政安，市川温，川池健司，小林健一郎，三

輪浩，赤松良久，杉原裕司，重枝未玲                            

(43/50 名) 

中川一(顧問) ，大槻順朗(オブザーバ)，山城賢(オブザーバ)，深見和彦(オブザーバ)，那須珠美(土木学会事務局) 

欠席者：諏訪義雄，森脇亮，芳村圭，知花武佳，平林由希子，田端幸輔，田村隆雄， 

寶馨(顧問)，道奥康治(顧問)，中北英一(顧問)，清水康行(顧問) 

記録者：矢野真一郎                                  (以上，敬称略) 

 

0．立川委員長挨拶 

議事に先立ち，立川委員長より挨拶があった． 

 

≪協議事項≫ 

1．R4 年度水工学講演会各賞受賞者について（編集幹事長）  協議資料 1  ※画面表示のみ 

 原案通り，各賞の受賞者が決定された．委員会 HP にて後日公表． 

※Int.PaperAward の候補者については，当日に講演していないため，ペンディング． 

 

2．今後の水工学論文集について（編集幹事長）    協議資料 2  ※参考資料あり 

 検討事項が説明され，以下について承認された． 

 ・編集小委員会の名称変更：土木学会論文集特集号（水工学）編集小委員会へ  

※土論本体へ確認後決定．水工学委員会細則文面も変更する必要がある． 

 ・規定等の修正：小委員会や論文集名称変更に伴う変更が発生する． 

 ・土論通常号 EM への乗り換え：情報収集や編集体制の変更で運用できるかは検討するが，一部仕様の変更

ができないため現編集体制のままでは難しいと予測．検討には参加するが，行わない方向で当面は進める 

 ・論文のページ数制限：和文 7ｐ（1 ページ増やす），英文 6ｐ（現状通り） 

 また，以下は継続審議となり，次期執行部を中心に審議を進め，メール審議を通じて 4 月までに結論を出し，

次の論文募集開始時（5／1）までにアナウンス出来るようにすることとなった． 

 ・投稿料について→メール審議で継続審議 

 ・編集体制の見直し：査読とは別に EM 操作部隊を作る方向で提案予定． 

 ・投稿要領，内規等について：メール審議で確定させる． 
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3．今後の水シンポについて（R6 年度の水シンポについて）（幹事長）    協議資料 3 

・資料に沿って，これまで提案されていた内容についての説明があり，原案で了承された．令和 6 年度の開催

案については，次期執行部により準備が進められる． 

 
4．研究小委員会の立ち上げについて（小林委員）      協議資料 4 

資料に沿って「水理・水文統計解析研究小委員会」の立ち上げについて説明され，原案に沿った立ち上げが

了承された． 

 
5．建築学会との連携 TF に関する活動報告とメンバーの引継ぎ（委員長）   協議資料 5 

資料に沿って説明後，次年度より，水工学委員長と水害対策小委員長が当て職で入る案が提案され，了承さ

れた．3 月 8 日のシンポジウムの紹介があり，参加が呼びかけられた． 

 

6．R5 年度水工学講演会について（入江委員） 

 吹田キャンパス会場案と中之島センター案が紹介され，審議の結果，中之島案を第一候補として準備を進め

る運びとなった．なお，会場費が大きくなるのでその分については，登壇料のような形で徴収する案が出され

た．具体的な金額については，積算して根拠を示し，メール審議で最終決定する運びとする． 

 

7．その他 

 特になし． 

 

≪報告事項≫ 

1． R6 年度水工学講演会について（幹事長）      

前回委員会で提案された富山開催について，富山県立大の呉先生に了承いただいたことが報告された．今後

は，新執行部との間で準備を進めていただく． 

 

2．R5 年度水シンポについて（R5.8/3,4,佐賀）（幹事長）     資料 1 

 R5/8/3-4 に佐賀で開催．積極的な参加が促された． 

 

3．「水工学の今後の 10 年」について（委員長）       資料 2 

 資料に沿って，とりまとめの報告があり，協力への謝意が示された． 

 

4. その他 

・R4 年度委員会予算執行状況について（幹事長）      資料 3 

 委員会当日段階での予算執行状況が報告された．使用希望がある場合は，可能であれば 2 月中の執行を，難

しい場合は 3月も可能であるが，金額が 10万円を超える場合は，速やかに那須さんへの連絡が必要な旨，報告

された．次年度予算は，コロナ前の水準程度は確保される見込みであることが報告された． 

・GEWEX-OSC2024 について（山田委員）  

2024 年 7/7～12 の日程で札幌開催の案内があった． 
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・現執行部の挨拶 

 現体制による委員会は最後となるため，執行部メンバーより挨拶があった． 

以上 


